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漢方薬はその薬効にもとづき長い歴史をへて体系
化されてきたが、その有効成分の同定や、作用機序
などの解明は十分でないのが現状である。今回私達
は、漢方薬の一つ四逆散が細胞内の分解機構である
オートファジーに影響を与える事を明らかにした。

近年オートファジーは、種々の生理現象や疾患(
がん　神経変性疾患　生活習慣病　等)に関与して
いることが明らかとされ、研究が進んでいる。

この研究の成果により、四逆散の細胞への作用の
一つがオートファジーの抑制であることが明らかに
なり、オートファジー関連疾病に対する治療へと繋
がる可能性が示唆される。特に、オートファジー阻
害効果を示すクロロキンが膵臓がんの腫瘍細胞の増
殖を抑えることが報告されているが、様々な副作用
が問題になっている。四逆散が、安全なオートファ
ジー阻害剤として利用されることが期待される。

特徴・独自性

近年新薬開発費の高騰に伴い、既承認薬を別の疾
患の治療に繋げる「ドラッグリポジショニング」が注
目されており、医療用漢方薬はすでに医療現場で利
用されていることから、臨床応用へと直結する事が
期待される。

研究の先に見据えるビジョン
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